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重点テーマ１ 世界一のおもてなし都市・東京の実現

1. 観光案内機能の充実

【東京2020大会に向けた基本的な考え方】
東京を訪れた旅行者が必要な観光情報を入手できるよう、旅行

者の移動・滞在を支える観光案内インフラの整備や観光情報の内
容充実を図るとともに、災害時における情報収集等を可能とする
取組を強化し、観光案内機能の更なる向上を図っていく。

 観光案内所、観光ボランティアの街なかにおける観光案内活動、観光案
内標識、デジタルサイネージ、無料Wi-Fiといった観光案内インフラの
整備を加速化していきます。

東京2020大会に向けた主な取組

 高齢者や障害者等の観光をサポートするアクセシブル・ツーリズム専用
窓口を試行設置するなど、東京観光情報センターの機能を強化します。

【デジタルサイネージ】
平常時

※災害時はＮＨＫ放送に切り替えるとともに、
避難場所等の情報を多言語で提供

災害時
【無料Wi-Fiサービス】

※災害時は手続きなしでイ
ンターネットへの接続を可
能とし、東京都防災ホーム
ページに誘導

 活動エリアの拡大や、モチベーション向上にむけた表彰制度の創設など、
観光ボランティアの育成・活用を進めます。

 災害時に外国人旅行者が必要な情報を多言語で得られるよう、災害時に
おける情報提供の手段としても、観光案内インフラ等を活用できるよう
に体制を整えます。

【観光案内所】 【観光ボランティア】

【観光案内標識】 【無料Wi-Fi】【デジタルサイネージ】

【東京観光情報センター】

バスタ新宿 多摩（エキュート立川）

東京都庁 羽田空港 京成上野

3 4

観光案内窓口
ロゴマーク
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重点テーマ１ 世界一のおもてなし都市・東京の実現

2. 多言語対応の強化

 東京2020大会に向け、「2020年オリンピック・パラリンピック大会に
向けた多言語対応協議会」の枠組みを活用しながら、国、民間事業者等
と一体となって、交通、道路、観光等について、ICT技術等を活用しな
がら多言語対応を強力に推進します。

東京2020大会に向けた主な取組

【東京2020大会に向けた基本的な考え方】
外国人旅行者が宿泊施設、飲食店、小売店などあらゆる場面で

快適に観光を楽しめるよう、官民で一体となって旅行者とのコ
ミュニケーションの円滑化や案内表示の多言語化などを推進し、
「言葉のバリアフリー」を実現する。

 小売店における多言語対応の改善のため、外国人旅行者への商品説明等
に活用可能な指さしで会話ができるコミュニケーションシートを作成し
ます。

 飲食店の外国語メニュー作成を促進するため、多言語のメニューを簡単
に作成できるウェブサイト「EAT東京」を運営します。

 タクシー事業者に対する多言語対応及び決済機能
を持つタブレット端末等の導入支援を規模を拡大
して実施します。

【飲食店の多言語メニュー例】

 ムスリムなどの多様な文化・習慣に対応できるよう、セミナーの実施や
専門家の派遣を行うほか、ムスリム旅行者の受入れに取り組んでいる飲
食店やホテル、礼拝所に加え、新たにベジタリアンの旅行者に対応して
いる飲食店について冊子を通じて情報発信をしていきます。

【ムスリム受入対応セミナー】 【飲食・宿泊・小売事業者のための
インバウンド対応ガイドブック】

5 6

 観光関連事業者を対象とした24時間対応の多言語コールセンターサー
ビスについて、対応言語を拡充します。

【対応言語】
・英語
・中国語
・韓国語

※イメージ

・フランス語（拡充）
・タイ語（拡充）

お客様
ご案内ロボット

メガホン型翻訳機

【鉄道駅・ターミナルにおける多言語対応】 【ICT技術を活用した多言語対応】
（整備前）

（整備後）

Keio New Line

Keio Shinsen Line
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重点テーマ１ 世界一のおもてなし都市・東京の実現

3. 宿泊施設のバリアフリー化の推進

東京2020大会に向けた主な取組

【東京2020大会に向けた基本的な考え方】
東京2020大会に向けて、国内外から多様な旅行者を迎えるに

当たり、需要の高まりが予想される宿泊施設のバリアフリー化を
推進することで、高齢者や障害者などが安心して都内観光を楽し
める環境の整備を加速させていく。

 「建築物バリアフリー条例」において、車いす使用者用客室以外の一般
客室について、段差の解消や出入口の幅等に関する最低限の基準を設け
ることで、より多くの人が利用できる宿泊施設の整備を推進します。

 車いす使用者以外にも、視覚や聴覚などに障害のある方や高齢者等にも
配慮した客室を整備するため、手すり等の備品やソフト面の工夫につい
て「望ましい整備」に記載するなど「福祉のまちづくり条例施設整備マ
ニュアル」を改訂します。

 都内宿泊施設が行うバリアフリー化に向けた施設整備や備品購入等に対
する支援を拡充し、東京2020大会に向け宿泊施設のバリアフリー化を
加速させていきます。

 都のポータルサイトの充実などにより宿泊施設のバリアフリー情報の充
実を図るほか、バリアフリー観光情報を集約した総合ウェブサイトを構
築し、旅行者への情報発信を強化します。

 施設のバリアフリー化や接遇サービスの向上に取り組む宿泊施設などの
観光関連事業者に対して、アドバイザーを派遣し助言を行うほか、セミ
ナーを開催し、多様な旅行者の受入れにつなげていきます。

【宿泊施設のバリアフリー化支援例 （京王プラザホテル） 】

7 8

（※）アクセシブル・ツーリズム
障害者や高齢者など、移動やコミュ

ニケーションにおける困難さに直面す
る人々のニーズに応えながら、誰もが
外出や旅を楽しめることを目指す取組

 アクセシブルツーリズム（※）の推進のため、外国人旅行者や障害者等
に対する道案内や配慮の仕方などを掲載した携帯版ハンドブックを配布
し、都民全体のおもてなしの心の醸成を図ります。

 東京2020大会に向け、高齢者や障害
者などの様々なニーズに応えながら、
観光への配慮等を通じて主体的にサ
ポートする機運を広く生み出すため、
シンポジウムを開催します。
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重点テーマ２ 世界の旅行者を楽しませる旅行体験の創出

1. ナイトライフ観光の推進

東京2020大会に向けた主な取組

 自然や建造物、イベント等を活用した地域のライトアップの取組をサ
ポートするとともに、新たに東京2020大会期間中のライトアップの取
組を支援します。

【これまでの支援例】

【東京2020大会に向けた基本的な考え方】
夜の時間帯の観光振興は、観光消費の拡大の観点から高い効果

が期待されることから、「コト消費」など外国人旅行者の多様な
ニーズに対応したナイトライフのコンテンツの充実を図るととも
に情報発信を強化し、東京2020大会時に東京の観光を一日中楽
しめる環境を旅行者に提供していく。

 ナイトマーケットやナイトツアーなど、東京の夜の時間帯を楽しめるイ
ベントを年間を通じて行う取組や、ナイトライフの情報発信など、地域
のナイトライフの観光振興に向けた取組に対して新たに支援を行いま
す。

 エンターテインメント情報を発信するポータルサイトを制作する民間事
業者の取組に対して新たに支援を行います。

国立駅前目黒川

【ナイトライフイベント（イメージ）】

 ナイトライフを楽しめる観光スポットやイベント等の情報を東京の観光
公式サイト「GO TOKYO」を活用して発信するとともに、東京の夜景
やライトアップのスポット等を紹介するPR冊子を作成します。

【東京の観光情報サイト「GO TOKYO」】
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肥後細川庭園隅田川橋梁（東武鉄道）



重点テーマ２ 世界の旅行者を楽しませる旅行体験の創出
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重点テーマ２ 世界の旅行者を楽しませる旅行体験の創出

2. 都内各地域の多彩な魅力の開発と発信

東京2020大会に向けた主な取組

 地域の観光協会や企業・団体など多様な主体が連携し、大会期間中やそ
の前後を含めた2020年度に地域の伝統的な祭り、食、伝統文化体験な
ど東京を訪れる旅行者が楽しめる大規模なイベント等を行う取組に対し
て新たに支援を行います。

 観光協会のほか民間企業など多様な主体が共同した、観光資源の発掘や
既存の観光資源の磨き上げなどによる特産品の開発やイベント等の誘客
の取組を支援します。

【東京2020大会に向けた基本的な考え方】
東京2020大会開催時に都内各地域でにぎわいを創出し、誘客で

きるよう、多様な主体と連携した地域の観光資源の発掘や磨き上
げを促進するとともに、多摩・島しょ地域の豊かな自然や文化等
を活用した観光資源の開発や国内外への発信を進めることによっ
て、旅行者の多様なニーズに応え、都内での周遊を促していく。

 都内各地の歴史や文化等を観光資源として活用
した街歩きツアーを一括して情報発信するとと
もに、PRイベントを実施します。

街歩きツアーパンフレット

 観光資源の一つとしてアニメ・キャラクター
等のデザインマンホールの活用を推進すると
ともに、都内全体のアニメ関連観光情報を集
約して発信します。

デザインマンホール蓋
（イメージ）

 多摩・島しょ地域の観光資源を生かした体験コンテンツを民間事業者の
ノウハウを活用して造成・販売します。

 島しょ地域への誘客を促進するため、プレミア
ム付き宿泊旅行商品券（しまぽ通貨）による
キャッシュレス決済を継続することに加え、新
たなキャッシュレス化の仕組みの構築に向けた
実証実験を行います。

【イベント支援例】

大使館スタンプラリー
ワールドカーニバル（港区観光協会）

島スープの開発
（神津島観光協会）

【体験コンテンツ（イメージ）】

登山体験 ラフティング体験
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【特産品開発支援例】

【観光情報サイト】

「TAMASHIMA.tokyo」
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重点テーマ３ 旅行地としての世界的な認知度の向上

1. 大会開催に向けた観光プロモーションの展開

【東京2020大会に向けた基本的な考え方】
大会開催に向けて世界中から注目が集まる絶好の機会を生か

し、アイコンとキャッチフレーズ「Tokyo Tokyo Old meets 
New」を活用しながら東京のブランドの浸透を図るとともに、PR
映像や公式サイト、各種広告等を展開し、旅行地としての魅力を
国内外に発信する。

東京2020大会に向けた主な取組

 アイコンとキャッチフレーズ「Tokyo Tokyo Old meets New」を活用
しながら、世界的なCM展開やオンライン広告の掲出など、海外に向け
PRを広く中長期的な視点をもって実施します。

 アイコンとキャッチフレーズを活用し、都民・民間事業者を巻き込んだ
旅行者受入機運の醸成を進めます。

「東京おみやげ」の販売海外での展開 街中での展開

（※）東京観光レップ
現地旅行事業者やメディアに対

する東京の最新情報の提供やセー
ルス活動、一般市民への東京観光
のPRを現地で行う個人または法人

Tokyo Tokyo Old meets New

【アイコン】

【キャッチフレーズ】

【都のプロモーションの取組例】

【アイコンの展開例】

PRイベント（パリ）

【東京観光レップ活動事例】

13 14

PR映像の放映 屋外広告 旅行博出展

 都がプロモーションを実施する各国・地域において、プロモーション内
容を再構築し、国・地域ごとの中期的なプロモーション計画を策定しま
す。

 個人旅行化が進む香港やインドネシアにおいて、個人向けのプロモー
ションを新たに強化するなど、国・地域の特性に応じたプロモーション
を展開します。

 現地の特性やニーズを的確に捉えたPR活動を行っている東京観光レッ
プ（※）について、新たにアジア4都市に設置し、訪都旅行者数の拡大
を図ります。
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重点テーマ３ 旅行地としての世界的な認知度の向上

2. 海外企業のビジネスイベンツの誘致

【東京2020大会に向けた基本的な考え方】
大会開催に向けて多くのスポンサー企業等が来訪する機会を捉

え、海外企業が行うビジネスイベンツ（会議や報奨旅行等）の誘
致を強力に推進するとともに、ユニークベニューの活用等を通じ
てMICE開催地としての東京の魅力を積極的に発信する。

東京2020大会に向けた主な取組

 海外企業の会議（M）や報奨旅行等（I）の誘致のため、MICE専門誌へ
の広告掲載や訪問営業（ロードショー）、海外でのMICE関連イベント
におけるブース出展等により東京の魅力を発信します。

 都内での会議や報奨旅行等が開催される際に提供するおみやげ（ギブア
ウェイ）や日本の魅力を体験できるアトラクション等、参加者の満足度
を高めるコンテンツの充実を図ります。

【ギブアウェイ例】
小紋チーフ

【アトラクション例】

 ユニークベニュー（※）の活用推進に向け、利
用可能な施設の拡大を進めるとともに、MICE
主催者、施設側双方に、ユニークベニュー実施
のイメージ想起を促すため、「ショーケースイ
ベント」を新たに実施し、魅力や活用方法を幅
広く発信します。

【ショーケースイベント】
（イメージ）

 主催者と施設のマッチングを推進するため、ワンストップ総合支援窓口
の運営体制を強化します。

 会議やイベント、レセプションの主催者に対する、都内施設を利用する
際に発生する会場設営経費への支援や、ユニークベニューの会場となる
施設の機能強化に必要な設備の導入の支援を拡充します。

15 16

太鼓パフォーマンス クルーズ

（※）ユニークベニュー
歴史と伝統ある建物や芸術文化に触れることのできる施設などで、会議やイベン

ト、レセプション等を特別感を演出しながら開催できる会場のこと

葛西臨海水族園

浜離宮恩賜庭園 清澄庭園 東京都庭園美術館 東京都美術館

園のもてた京東戸江館術美真写都京東

東京都庁展望室（改修中）旧前田家本邸洋館

東京都現代美術館東京都江戸東京博物館
（2019年夏開始予定）

【ユニークベニュー活用例（浜離宮恩賜庭園）】
通常時 ユニークベニュ―としての使用時

【ユニークベニュー（都立施設）一覧】
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東京

東北
北陸

中国・四国

九州

重点テーマ３ 旅行地としての世界的な認知度の向上

3. 日本各地と連携した旅行者誘致

【東京2020大会に向けた基本的な考え方】
大会開催の効果を東京だけでなく日本全体に波及させていくた

め、東京と日本各地の双方の強みを生かしたプロモーションを行
い、世界中からより多くの旅行者を東京に誘致し、日本のゲート
ウェイとして旅行者を日本各地に送客する。

東京2020大会に向けた主な取組

 東京と日本各地を結ぶモデル観光ルートへの共同招聘旅行や各地の観光
情報の発信など、東北、北陸、中国・四国、九州の各地域の自治体や交
通事業者と連携した取組を強化します。

 世界自然遺産登録地を持つ４道県と連携し、各地域の観光スポットの紹
介、保護すべき自然等についての情報発信等を実施します。

【小笠原諸島】

【ウェブサイト「JAPAN 
SPORTS JOURNEY」】

 都庁舎の全国観光PRコーナーにおいて、日
本各地の多様な観光の魅力を発信するほか、
都内に集積する日本各地の自治体設置のアン
テナショップ等と連携したイベントの開催等
を行います。

17 18

 ラグビーワールドカップ2019TMの観戦客が
滞在中に、日本各地を周遊できるよう、国内
開催都市と連携し、試合会場へのアクセス情
報や東京と各地の観光情報等をウェブサイト
を通じて発信します。

 MICE開催都市として魅力を有する国内他都市と連携し、東京とそれぞ
れの都市を巡る報奨旅行の共同での誘致や、都内で開催された国際会議
の参加者のいわゆる「ブレジャー（※）」需要にも対応できる、アフ
ターコンベンション等のメニューとして、東京以外の他都市を訪問する
プログラムの連携先の拡大を行います。
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治体と連携し、自然豊かな干潟の魅力を発信します。
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【ウェブサイト「JAPAN 
SPORTS JOURNEY」】
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